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【目的】
トランスグルタミナーゼ (transglutaminase, TG) は、タンパク質のリジン残基とグルタミン残基間の架橋反応を触媒する酵素である。TG の果たす生理機能は、（以下省略）
【方法・結果】
腸管特異的に TG をノックダウンした系統の腸管における各種免疫関連因子の産生量をリアルタイム PCR 法により定量化した。（以下省略）
[image: image1.png]Bacteria Foods

Peritrophic O P ® Other

ma;rlx | ® components
O-linked
sugar 1

Fibrils

Insulin signaling?



【考察】
以上のことから、TG は腸管免疫を負に制御し、（以下省略）

